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香川県産農畜水産物応援ポータルサイト「讃岐の食」
旬の魅力的な農畜水産物情報＆イベント情報を
たくさん掲載していますので、ぜひご確認ください。
https://sanukinoshoku.jp/

香川県は、日照時間の多さと少雨な天候を活かして高品質な
モモが古くから栽培されており、夏の僅かな期間でしか味わう
ことのできない、くだものの１つです。
今回は、香川県で代表的な産地の１つである「飯南地区」で
栽培されたモモが集まる坂本撰果場を取材しました。

★飯南地区とは？
古くからモモの栽培が盛んに行われている丸亀市飯山町、綾
歌町、坂出市川津町であり、現在は約50haで135名の生産者がモ
モの栽培を行っています。

★どんな品種があるの？
モモは極早生から晩生まで様々な特徴を持つ品種があります。
飯南地区では、主に極早生の「はなよめ」の収穫が６月１０日
頃から始まり、「日川白鳳」、「あかつき」、「なつっこ」、
「なつおとめ」と続きます。

★坂本撰果場とは？
今回取材した坂本撰果場では、１日に約２～３万個の果実が
選果されております。生産者から届けられたモモはまず、一つ
ずつ丁寧に人の目で選別された後、光センサー付きの選果機で
糖度や重さを調査し、階級ごとに箱詰めされ、県内外に出荷さ
れます。また、秀品で糖度12.0度以上の果実は「さぬき讃フ
ルーツ」として販売されます。

★モモを購入できる場所はどこ？
飯南のモモは坂本撰果場横に直売所があり、そこで購入でき
る他、県内のスーパーでも購入することができます。直売所で
はこの他にも、モモを使ったシャーベットやアイス、ソフトク
リームも販売されています。

「日川白鳳」の選果、箱づめの様子

直売所の様子


